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語
（
第
一
話
）

平
成
十
六
年
五
月
十
五
日
�土

と
こ
ろ
：
東
区
民
セ
ン
タ
ー

た

な
か
か
ず

お

語

り
：
田
中
和
夫
氏

（
北
海
道
文
学
館
評
議
員
）

九
州
で
生
ま
れ
北
海
道
へ

む
ら
は
し
ひ
さ
な
り

村
橋
久
成
は
、
一
八
四
二
（
天

さ
つ

ま

保
十
三
）
年
に
、
九
州
薩
摩
藩
主

し
ま

づ

か

じ

き

島
津
家
一
門
、
加
治
木
島
津
家
の

分
家
の
嫡
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。

世
が
世
で
あ
れ
ば
、
家
老
と
な
る

家
柄
の
出
身
で
あ
る
。
村
橋
は
、

一
八
六
五
（
慶
応
元
）
年
に
、
富

国
強
兵
や
外
国
貿
易
の
推
進
を
も

く
ろ
む
藩
の
命
令
で
、
藩
内
か
ら

選
抜
さ
れ
た
留
学
生
十
五
人
の
う

ち
の
一
人
と
し
て
英
国
に
渡
っ
て

い
る
。
こ
の
時
、
英
国
の
近
代
産

業
の
様
子
を
目
に
し
て
き
た
彼
は
、

後
に
開
拓
使
で
北
海
道
の
産
業
振

興
に
力
を
尽
く
す
こ
と
と
な
る
。

一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
十
月
。

薩
摩
藩
出
身
の
開
拓
次
官
（
後
に

く
ろ

だ

き
よ
た
か

長
官
）
黒
田
清
隆
に
声
を
掛
け
ら

れ
て
北
海
道
開
拓
使
に
出
仕
す
る
。

来
道
前
の
彼
の
任
務
は
、
東
京
官

園
と
い
う
農
業
試
験
場
の
管
理
で

あ
っ
た
。
東
京
官
園
と
は
、
外
国

か
ら
輸
入
し
た
家
畜
や
農
産
物
を

試
験
的
に
飼
育
、栽
培
し
、そ
の
中

か
ら
北
海
道
に
適
す
る
も
の
を
選

ん
で
、
北
海
道
に
送
る
と
い
う
中

継
基
地
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、村
橋
は
来
道
し
、函
館

郊
外
の
七
重
村（
現
在
の
七
飯
町
）

の
広
大
な
荒
地
の
開
墾
や
、
札
幌

周
辺
の
屯
田
兵
村
の
入
植
地
選
定

な
ど
に
従
事
。札
幌
で
は
、四
方
八

方
の
地
形
調
査
や
琴
似
の
屯
田
兵

の
入
植
準
備
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

東
京
で
の

ビ
ー
ル
工
場
建
設
計
画

一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
に
、

村
橋
は
東
京
に
呼
び
戻
さ
れ
、
再

び
東
京
官
園
の
責
任
者
と
な
る
が
、

そ
の
時
に
、
東
京
官
園
に
試
験
的

な
ビ
ー
ル
醸
造
所
を
造
る
計
画
が

進
ん
で
い
た
。こ
の
こ
ろ
、ビ
ー
ル

の
原
料
で
あ
る
ホ
ッ
プ
の
栽
培
が

北
海
道
の
気
候
に
合
う
こ
と
が
わ

か
っ
た
た
め
、
開
拓
使
で
は
ド
イ

ツ
か
ら
種
を
取
り
寄
せ
て
栽
培
を

し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
原

料
と
す
る
ビ
ー
ル
の
醸
造
所
を
東

京
に
造
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
計
画
に
は
、
当
時
、
急
激

な
近
代
化
政
策
へ
の
不
満
が
、
世

の
中
に
渦
巻
い
て
い
た
た
め
、
東

開拓使以来のビールの歴史
を、現代に伝えています。
所在地 北７条東９丁目
連絡先 �７３１‐４３６８
開館時間 ９：００～１５：４０
休館日 年末年始
（平成１６年１０～１１月は改装
工事のため休館予定）

「国産ビール 札幌発祥の立役者」
むらはし ひさなり

開拓権少書記官 村橋 久成
（１８４２～１８９２）

（写真：北海道大学附属図書館所蔵）

サッポロビール博物館

東区物語

歴史を知ることにより、住み慣れた街も、

いつもとは違う視点から見つめることがで

きるようになります。

今年度から、区民の皆さんに郷土の歴史を

お伝えする、語りの会「東区物語」が開か

れています。今回は、第一回（五月十五日
むらはしひさなり

開催）で取り上げられた「村橋久成」と、
おおともかめ た

第二回（九月四日開催予定）の「大友亀太
ろう

郎」についてご紹介します。
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